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地域スポーツ活動に大学が貢献できるか？
－大人のラグビー体験教室の取り組み事例－
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目　的
スポーツ基本法では，スポーツは健康で活力に満ち

た長寿社会の実現に不可欠なものであると述べられて
おり，地域スポーツは健康増進やコミュニティの結び
つきに対して重要な手段であると考えられている。本
研究では，大学が地域スポーツ活動に対してどのよう
に貢献できるかを明らかにすることを目的とする。特
に今回は，福岡大学で行われた「大人のラグビー体験
教室」の取り組みを事例として検証した。

方　法
2022年と2023年に実施された，“大人のラグビー体

験教室”に着目し，各年度の参加状況や参加者の情報， 
実施後に行なったアンケート調査などから各年度の比
較検討を行った。教室では，元日本代表選手やリーグ
ワンの選手，レフリーなど多数の専門的な講師に加え
て，大学の用具や設備を使用して実施した。内容につ
いては，ラグビーの基本的なルールや技術に加えて，
タックルやスクラム，ラインアウトなどの専門性の高
い技術も行った。

結果と考察
参加状況は，2022年が応募総数441件，一回平均

44.1名であり，2023年は応募総数208件，一回平均41.6
名という結果になった。この2023年の参加者93名のう
ち40.9% が昨年も参加しており，59.1% が新規の参加
者であった。参加者年代は，2022年に比べて，2023年
は30代と20代が大きく減り，40代が49.5% と約半数を
占めた。このような結果になった理由は，受講のきっ
かけで多かった「子供がラグビーをしているから」「友
人に紹介されたから」ということに起因していると考

えられる。アンケートの感想にも，「ラグビーママ友
が去年から通っていて誘われた」，「息子が普段やって
いるラグビーの世界の雰囲気を体で知れた」などの感
想が見られた。子どものスポーツ活動に対して，「や
りがい」と「負担感」を母親に尋ねた研究では，ほと
んどの項目で「やりがい」の項目が上回ったと報告さ
れている （笹川スポーツ財団 2007）。本研究ではコメ
ントにあったような“ママ友”の交流が多くみられて
いた。子どものラグビーに関わる中で，保護者がラグ
ビーに興味を持ち，実際にラグビー教室に参加して，
さらに他の保護者を誘うというような流れができてい
たことが推測される （図１）。また，同会場で小中学
生に向けたラグビー教室が実施されていることもこの
結果の一因になっていると考えられる。

結　論　
大学のスポーツ資源を活用することで，「ものと人」
が充実し，参加者に大学ならではの価値や経験を提供
することができた。積極的な運動への参加や，保護者
間の交流の推測など，本件のような取り組みは，地域
社会に対して多面的な利益をもたらしている可能性が
示唆された。
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図１．参加者年代の推移と考察


